
CURRICULUM 〈カリキュラム〉 4年間の学びの流れ

幅広い教養を身
に付け、生命の
尊厳と人権の尊
重について理解
し、人を思いや
る人間性を育み
ます。

人体や疾病のメ
カニズム、倫理
や社会保障制度
など、看護の専
門知識を学ぶ上
でベースとなる
知識を身に付け
ます。

各専門領域を中
心に、看護を実
践する上での専
門知識を身に付
けるための科目
です。

看護実践力を身
に付けるために
専門職の指導を
受けながら現場
で学ぶ実習です。
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■教養基礎科目（死生学）

■看護学方法論
（地域・在宅）

■看護学実践論
（成人Ⅰ（慢性）/成人Ⅱ（急性）/老年/母性/小児/精神）

■看護の統合と実践
（災害看護論/国際看護学/リハビリテーション看護/研究方法論）

■母性看護学実習
■小児看護学実習
■精神看護学実習
■成人看護学Ⅰ（慢性）実習/成人看護学Ⅱ（急性）実習
■老年看護学実習Ⅰ

■教養基礎科目
（ボランティア活動論/論理学/日本語表現法/ボランティア
演習）

■語学（医療英語）

■ 進促の復回とち立り成の病疾・能機と造構の体人 
（疾病・治療論Ⅰ（内科）/Ⅱ（外科）/Ⅲ（精神・老年）/Ⅳ（小児）/
臨床栄養学）

■健康支援と社会保障制度
（保健統計学/リハビリテーション概説/疫学/福祉用具論）

■基礎看護学
（基礎看護援助論Ⅲ・Ⅳ/看護実践基礎論/ヘルスアセスメント）

■看護学概論
（成人/老年/母性/精神/地域・在宅）

■看護学方法論
（成人Ⅰ（慢性）/成人Ⅱ（急性）/老年/母性/小児/精神）

■看護の統合と実践
（公衆衛生看護学概説/家族看護学）

■地域・在宅看護学実習Ⅰ
■基礎看護学実習Ⅱ

■導入基礎科目
（アカデミックスキルズ/接遇技術演習/文章表現法）

■教養基礎科目
（心理学/感性と芸術論/笑い学/社会・環境論/経済学/住居論/
家事援助論/身体表現演習/教育学/文学/社会学/法学/文化論/
コミュニケーションと人間関係）

■科学的思考の基礎科目
（情報リテラシー入門Ⅰ・Ⅱ/自然科学入門/生物学/化学/健康・
スポーツ科学演習/統計学）

■語学（英語/英会話）

■ 進促の復回とち立り成の病疾・能機と造構の体人 
（医療概論/解剖生理学Ⅰ/生化学/解剖生理学Ⅱ/病理学/医
療倫理/ウィメンズヘルス/感染と防御/薬理学/栄養学）

■健康支援と社会保障制度
（ストレスマネジメント論/看護関係法規/医療と社会福祉学）

■基礎看護学
（基礎看護学概論/基礎看護援助論Ⅰ・Ⅱ）

■看護学概論（小児）

■基礎看護学実習Ⅰ

■教養基礎科目（哲学/生涯学習論）

■健康支援と社会保障制度
（看護・医療の歴史/統合医療論）

■看護の統合と実践
（看護倫理/看護管理/チーム医療論/セクシュアリティ論/
看護・医療特論/医療経営論/看護カウンセリング論/エン
ド・オブ・ライフケア/医療リスクマネジメント論/暴力と
看護対処論/グローバル社会と看護の探求）

■看護学実践論
（地域・在宅看護学実践論）

■卒業研究

■老年看護学実習Ⅱ
■地域・在宅看護学実習Ⅱ
■統合実習
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思考の幅を広げる 看護の基本となる知識を学ぶ 具体的な看護を実践する 看護を探求する

験
受
験
試
家
国

﹈
業
卒
﹇

 

士
学
／
得
取
格
資
験
受
験
試
家
国

導入基礎科目で、大学の学習へスムーズな移行を図
ります。また、教養科目を中心に、多様な価値観を
理解し尊重できるように、視野を広げていきます。
さらに専門基礎科目で、人体の仕組みを学び、専門
科目で「看護とは何か」を考え、これから本格的に
学ぶための基盤をつくります。

看護の各専門領域について本格的に学び始めます。
「看護学概論」で各専門領域の役割やその変遷を通
じて全体像を理解し、「看護学方法論」で対象者への
支援方法について学びます。後期には「基礎看護学
実習Ⅱ」で病院実習がはじまります。

前期は「看護学実践論」で、模擬家族“畷ファミリー”
の成長の中で起こる様々な看護の場面から各専門領
域間の関連性を体系的に理解します。後期は実習が
メインになります。体験と振り返りを繰り返しなが
ら、知識と経験の統合を図ります。

生涯にわたって専門性を高める看護の世界で、継続
して研究活動を続けていくための研究方法について
学びます。また既習の知識や技術を応用し、看護実
践能力を高め、学生から看護師へのスムーズな移行
をサポートします。


